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1. はじめに
近年，学習を支援する場面で活躍する教育支援ロボッ
トが注目されている [1]．従来研究の多くは，小学校な
ど，学校における “健康児”を対象に実験を行うことで，
教育支援ロボットの研究開発や効果報告が進められてい
る．一方で，全国の公立小中学校における通常学級に在
籍する生徒のうち，人とコミュニケーションがうまく取
れないなどの，発達障がいの可能性がある生徒が 6.5%
を上回っており，さらに年々上昇しているという調査報
告がある [2]．そのため今後，発達障がい児を対象とし
た教育支援の必要性が高まると考えられる．実際，医学
的なアプローチとして，発達障がい児を対象とした支援
方法の提案 [3]や，支援システムの研究開発 [4]などの報
告がされ始めている．そして近年では，ロボットを用い
た支援方法も試みられている [5]．
しかしながら，発達障がいグレーゾーン児童を対象と
した，療育支援や教育支援ロボットの研究開発は行われ
ていない．発達障がいグレーゾーン児童とは，発達障が
いであるとは診断されていないが，発達障がいの病名が
つくかつかないかの境界にいる，または疑いや可能性の
ある児童のことである．発達障がいと診断された児童は，
福祉サービス，療育など，その児童に合った教育を受け
られ，また周りの人もそのように理解して接することが
できるが，発達障がいグレーゾーン児童は，このような
サポートを受けることは極めて難しいのが現状である．
そのため，発達障がいグレーゾーン児童は，適切な環境
整備や対応が難しく，家庭や学校で，同級生らから教示
を受ける，命令を受ける立場であることが多く，自己肯
定感を高める機会がないままに，自己を否定しながら，
成長する傾向がある．その結果，発達障がい児と同様に，
引きこもり，不登校，うつ等の二次障がいが発生し，他
人，そして時には自分自身に対して，暴力的，攻撃的な
行動を併発する可能性がある [6]．この二次障がいを防ぐ
方法として，発達障がいグレーゾーン児童に対しても，
他者に勉強を教えることや，世話する機会を与えること
が有効であると考えられる．
そこで本研究では，発達障がいグレーゾーン児童と共
に学習できる教育支援ロボットを開発し，そのロボット
と発達障がいグレーゾーン児童が共同学習することで生
じる教育支援効果について検討を進める．本稿では，実
際に複数の発達障がいグレーゾーン児童達と教育支援ロ
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図 1: Ifbotの外観

　

ボットが共同作業を行うことで，共同作業中に生じる児
童達とロボット間のインタラクションについて報告する．
具体的には，従来研究 [1]における小学校の健康児達と
同様に，発達障がいグレーゾン児童達がロボットを友達
として受け入れ，共に作業を行うかについて調査する．

2. ロボットの概要
ロボットには，Ifbot(図 1) を用いる．ロボットの動作

は顔の表情のみであり，手や身体は作動しない．実験は
Wizard-of-Oz 法の枠組で行うため，ロボットの表情表
出は遠隔操作システムを用いた遠隔操作により行う．ロ
ボットの表情は，喜びを表す表情 12種類，悲しみを表
す表情 12種類，合計 24種類の表情を設定する．ロボッ
トの音声は，パソコンを通して実験者の声がロボット用
の声に変換され，ロボットから再生される．共同作業中，
ロボットは児童の作ったものに対して，「わぁ，すごいね」
など褒める動作を行う．

3. 実験
3.1 方法
本実験は，一般社団法人岐阜創発研究会が行っている

発達障がい児支援のための塾「ひかりキッズ」にて実施
した．実験参加者は，ひかりキッズに通う発達障碍グレー
ゾーン児童 3名である．実験は，発達障碍グレーゾーン
児童 3名，ひかりキッズの教員 1名，ロボットを遠隔操
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図 2: 児童達が作成したレゴブロック

　

作する実験者 2名で行った．実験者 2名は，児童，ロボッ
ト，教員とは別室にてロボットの遠隔操作を行った．実
験は，まず自己紹介 (約 10分間)を行い，その後に共同
作業 (約 50分間)を行うという手順で実施した．
共同作業では，“Lego Education Story Starter”[7]を
用いて，児童達がテーマにそってレゴを作成する作業を
行った．それぞれの児童には，「公園」，「クリスマス」，
「家」というテーマを与えた．

3.2 結果
自己紹介の時間では，三人の児童は，ロボットを交え
てしりとりを行い，相互作用していた．しりとり中には，
児童達はロボットのことを○○くん (3名のうち 1名が
つけた，その児童の友達の名前)と呼び，友達のように
接しているところが観察された．そして，共同作業では，
ロボットの手が作動しないことから，児童達は「○○く
んのお家を作るね」，「○○くんが遊べる滑り台を作るね」
などを発話しながら，それぞれのテーマに合わせた，ロ
ボットのためのものを作ることが観察された．そして，
ロボットが「○○くん，どんなものを作ったの？」と発話
すると，児童達が作ったものをロボットに見せに行く様
子が観察された．実際に児童達が作成したレゴブロック
を図 2に示す．これらから，複数の児童における共同作
業の状況にロボットを導入することで，児童達がロボッ
トを友達として受け入れて，ロボットと会話しながら共
同作業を行うことが可能であることが示唆された．

4. おわりに
本稿では，複数の発達障がいグレーゾーン児童達と教
育支援ロボットが共同作業を行うことで，共同作業中に
生じる児童達とロボット間のインタラクションについて
報告した．実験として，Lego Education Story Starter
を用いて，児童達がテーマにそってレゴを作成する作業
を行った．実験結果から，複数の発達障がいグレーゾン
児童における共同作業の状況にロボットを導入すること
で，発達障がいグレーゾン児童達がロボットを友達とし
て受け入れて，ロボットと会話しながら共同作業を行う

ことが可能であることが示唆された．
今後は，複数の発達障がいグレーゾン児童における協

調学習の状況にロボットを導入することで，発達障がい
グレーゾン児童達がどのようにロボットを受け入れるか
について調査する予定である．
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